
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 垂井町立府中小学校 

 
実 施 期 間 平成２６年１１月９日（日） 

実 施 概 要 

①１１月９日に、午前「かしの木文化祭」午後「府中地区文化祭」を開催し、

合唱をはじめとした発表と、作品展示を行った。 

②府中地区文化祭に、「府中っ子ハーモニー」として、５８名の児童が参加

し、合唱を披露した。 

実 施 内 容  学習・取組の分野 

  □自然   □歴史   □文化   □産業   ☑その他 

 公開の方法 
 □授業公開 ☑成果発表 □交流活動 □講演会等  ☑地域行事等参 
□その他 

来 校 者 数 

保 護 者 約３００人（家族を含む）  
  計        約３７０  人 

地域関係者 約７０人 

実 施 状 況 

・午前は、学校行事の「かしの木文化祭」を開催し、合唱を中心に学習の成果を

発表し、家族や地域の方々に公開した。学年毎にテーマを決め、テーマに沿っ

て合唱に群読や語りを交え、工夫ある内容であった。 

・発表の終わりには、NHK全国学校音楽コンクール岐阜県コンクールに参加した

合唱クラブが合唱を披露した。また、学校職員も合唱を行った。 

・体育館壁面には、図工や家庭科で制作した作品を展示し、参観者に観ていただ

いた。 

・ＰＴＡ母親委員会が中心となり、親子で地域の方々や家族、仲間への「ありが

とうメッセージ」を作成し、展示をした。日ごろお世話になっている地域の方々

に対しても多くのメッセージが集まり、地域の方々へ感謝の気持ちを伝えるこ

とができた。 

・５年生が総合的な学習で収穫したもち米を提供し、商工会がもちをついて地域

の方々に食べていただいた。米作りは、地域の「農地・水・環境保全組合」の

方々に指導していただいて取り組んだもので、米作りの様子や感想を掲示し、

多くの方に取組を知っていただくことができた。 

・午後は、府中地区文化祭が行われた。そこに、全校児童の中から公募した５８

名の児童による「府中っ子ハーモニー」が参加し、２曲の合唱を発表した。 

成果及び課題 

・子どもたちの歌声にとても感動しました。素敵な一日になりました。（保護者） 

・府中小の子ども達が、毎日合唱やリコーダーの練習をがんばって、文化祭を成

功させたことをすばらしく思います。全員をほめてあげたいです。（保護者） 

・毎年お子さんたちの歌や演奏を楽しみにして聞きにきています。今年も低学年

のかわいい歌声や高学年の美しい歌声、きれいにそろった楽器に演奏など、感

動をしました。たくさんの元気をもらうことができました。（地域の方） 

・本校の伝統の一つである合唱を中心に発表をして、それを聴いてもらったり、

作品を展示して見てもらったりすることで、地域の方々に学習の成果や日頃の

取り組みについて理解してもらうことができている。 

・１年生から６年生までの児童５８人が、「府中っ子ハーモニー」（合唱団）と

して地域の行事に参加し、地域の方々とのふれあいの一端を担っている。 

・公民館の活動や地域のサークルに参加して、地域の方々と一緒になって作成し

た児童の作品も多く展示された。また、午後の府中地区文化祭では、よさこい

踊りや芸能のステージ発表にも、多くの児童が参加した。地域の活動に参加し、

地域の方々と一緒に学んでいる子どもたちの姿を伺うことができた。 



 


